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　梅雨が明け、夏本番。暑い日が続きますが、
皆さんいかがお過ごしでしょうか？
　今月の表紙は、南阿蘇村河陰に咲くひまわり
です。青空の下、まっすぐ太陽に向かって咲く
ひまわりを見ていると、元気がわいてきます。
　暑さに負けず、ひまわりのようにのびのびと
夏を満喫してくださいね。
　

編集後記
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この広報紙は共同募金配分金で作成しています。この広報紙は共同募金配分金で作成しています。

今後、イベント情報や社会福祉協議会の
様子等を発信してまいりますのでフォロー
お願いいたします。

インスタグラムを開設しました。



事業活動による収支
収 　 入
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受託金収入 
事業収入 
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その他の収入 
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事業活動費支出計（２） 
事業活動資金収支差額（３）＝（1）-（2）

合 　 計

（単位：円）
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貸借対照表は、会計年度末におけるすべての資産、負債および純資産の状態を表示した計算書類です。

令和6年度  法人会計決算報告
法人単位資金収支計算書（令和7年３月３１日現在）

資金収支計算書とは、毎会計年度における支払資金の収入及び支出の内容を明らかにするために作成する計算書です。

法人単位貸借対照表（令和7年3月31日現在）
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積立資金取崩収入 
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0
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0
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増 減
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施設整備等収入計（４）
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会 長　太田　吉浩

　皆様こんにちは、令和７年３月26日に開催されました理事会におきまして、
南阿蘇村社会福祉協議会の会長に就任いたしました太田吉浩でございます。

　南阿蘇村における地域福祉の推進に大きな役割を果たしてきた社協の重責を
担うこととなり、身の引き締まる思いとともに、皆様のお役に立てるよう、誠心
誠意取り組んで参ります。

　さて、これからの時代は、人口減少と並行して少子高齢化が加速する中で、担い
手不足や感染症リスクの高まりなど地域福祉を取り巻く環境は大きく変化する
とともに、地域住民が抱える福祉課題は多様化・複雑化・複合化していくと考えて
います。

　このような中、地域福祉を担う社会福祉協議会といたしましては、これら現状
認識を踏まえつつ、多様な福祉課題の解決や住民ニーズに寄り添った福祉の向上
に取り組んで参ります。また、地域の方々との協働による「地域共生社会」の実現に
向け「本村に住むすべての人々が助け合いながら、自分らしく心豊かに暮らせる
温もりのある村づくり」を基本理念に掲げ事業に取り組んでいます。

　これからも、支援を必要とする方々のため、社会福祉協議会としての使命を
十分に果たして参る覚悟です。私が先頭に立ち、現場職員と一丸となって、持続
可能な地域福祉の推進に努めて参りますので、皆様のさらなるご支援ご協力を賜り
ますようお願い申し上げ、就任の挨拶といたします。

会長就任のご挨拶

南阿蘇村社会福祉協議会



令和6年度南阿蘇村社会福祉 協議会事業報告・決算報告
　令和６年度社会福祉協議会の事業報告と収支決算は、５月2７日に開催された業務監査において、事業
の執行状況・会計経理の監査を受け、６月4日の理事会と、６月20日の定時評議員会において、承認されま
した。主な事業と収支決算について報告します。

 法人運営事業については、理事会・評議員会の運営のほか、経理事務をはじめとする財務管理、人事管
理、所轄庁への届出や対外的法的対応を行う法務に関する業務など、法人運営とともに社協全体の管理
業務を行いました。
①理事会の開催（４回）　②評議員会の開催（３回）　③監査 令和5年度決算監査
④寄附金の状況 1,793,057円
⑤会員加入状況　一般会員　2,618口　賛助会員11口　会費納入額　2,582,600円
⑥マイクロバス貸出 14回　⑦やすらぎ広場を開放し地域住民交流推進

法
人
運
営
事
業

　住民参加や協働による福祉活動の支援、福祉コミュニティづくりなどを展開し、地域福祉推進の中で
中核的な役割を果たすため、以下の事業を実施しました。
①南阿蘇村やまびこネットワーク事業（21行政区で実施）
　助成金　１行政区　50,000円
②阿蘇ブロック社会福祉協議会連合会活動
③ボランティア活動の推進
　（ア）第16回みなみあそボランティアまつりの開催
　　　11月3日（日）　150名参加（共同募金配分金事業）
　（イ）第17回ボランティア養成講座の開催　3月11日（火） 参加者32名
④災害ボランティアセンターへ派遣
　（ア）令和6年7月９日～7月15日　石川県珠洲市　１名　
⑤福祉教育推進事業の充実
　（ア）ボランティア協力校の指定　村内小学校3校・中学校1校　助成金　１校50,000円
　（イ）ワークキャンプ事業　7月22日～8月2日実施　村内小学校3校・中学校1校　計15名参加　村内4施設受入
　（ウ）福祉出前講座　9月19日　村内中学校3年生　76名
　（エ） 職場体験学習　 ９月18日～９月２0日　村内中学校２年生　３名　受入
⑥総合相談体制の確立
　（ア）巡回法律相談所の開設　10回実施　相談件数合計27件
⑦広報活動の推進
　南阿蘇村社協だより　年６回全戸配布（共同募金配分金事業）
⑧生活福祉資金貸付事業相談（県社協受託事業）
　生活福祉資金の種類

⑨地域福祉権利擁護事業の推進（県社協受託事業）　サービス利用者8名
⑩地域福祉の推進に必要な人材発掘・育成（講師：日赤熊本県支部）
　（ア）健康生活支援講習会　　　　  7月12日（金）参加者15名
　（イ）防災ボランティア初級研修会　9月13日（金）参加者  7名
⑪ソーシャルワーク実習受入　熊本学園大学生　１名　受入
⑫一日親子ふれあい事業の開催（年２回）
　•  9月21日（土）   村内のひとり親家庭の親子   4名参加
　•12月15日（日）   村内のひとり親家庭の親子   5名参加
⑬第１5回南阿蘇村福祉運動会　6月22日（土）　700名参加
⑭一人暮らし高齢者ふれあい事業の開催（年３回）
　•9月12日（木） 24名参加　•12月12日（木） 22名参加　•2月19日（水） 24名参加

地
域
福
祉
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進

⑮移動販売及び見守り協定に基づく支援活動
　〔移動販売支援〕　一本杉団地　４回　　下田城駅　４回
　〔定期支援会議〕　７回実施
⑯ファミリーサポートセンター事業（村受託事業）
　登録状況　協力会員16名、依頼会員12名、両方会員1名
　活動件数　0件
　研修会　基礎研修会の開催　6月2８日（金）参加者　協力会員５名
⑰子育てヘルパー派遣事業（村受託事業）　実利用者数　２名　延べ35回利用
⑱生活困窮者自立支援事業（県社協受託事業）
　（ア）相談支援実績　　　　　　　　　（イ）支援プラン内容内訳

⑲地域支援活動事業（地域共生社会の取り組み）　　
⑳ちょいとボランティアみなみあそ事業
　利用会員　4名、協力会員　25名、活動件数　31件　
　現任研修受講者　17名　
㉑熊本県共同募金会南阿蘇村共同募金委員会の事務局運営　募金額　3,402,506円
㉒日本赤十字社熊本県支部南阿蘇村分区の事務局運営　資金額　2,492,785円

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　地域の福祉課題に即応した質の高いサービスを提供し、福祉サービスや介護サービスを向上させるために
以下の事業を実施しました。
①地域包括支援センター事業（久木野包括支援センター）　村受託事業
　（ア）総合相談支援業務　相談件数378件　地域におけるネットワーク構築業務　２か月毎に開催
　（イ）権利擁護業務　（ウ）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務　（エ）介護予防支援事業 851件
　（オ）第１号介護予防支援事業 71件　（カ）地域ケア会議の開催 6回　個別ケア会議 5回　（キ）認知症対策推進業務
②福祉サービスに対する苦情の受入体制の整備　苦情相談件数　9件　
③居宅介護支援事業　（ア）介護保険ケアプラン作成 456名　（イ）介護用品の相談及び仲介 174件
④訪問介護事業　実利用者数 42名　身体介護 2,258名　生活援助 266名　複合介護 976名
⑤介護予防日常生活支援総合事業　訪問型サービス（要支援１・２）　実利用者10名　延べ401名
⑥通所介護事業（要介護１～５）　実利用者61名　延べ4,681名
⑦介護予防日常生活支援事業　通所型サービス（要支援1・２）　実利用者20名　延べ888名
⑧障害福祉サービス事業の実施　実利用者10名　生活230件、身体133件
⑨村受託事業の実施
　（ア）食の自立支援サービス事業・・・・・・・・・・・・・・・・実利用者17名　延べ1,332名
　（イ）外出支援サービス事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・実利用者9名　延べ81名
　（ウ）地域生活支援事業   移動支援事業・・・・・・実利用者4名　  延べ32名
　（エ）認知症対策等総合支援事業送迎業務・・・実利用者19名　延べ321名
⑩援助活動の実施　福祉機器等の貸出
　在宅の療養者等に対して
　福祉機器を無料で貸出した。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

資金の種類　　 貸付件数
福祉資金　　　 　4件
教育支援資金　 　7件

新規相談受付件数
新規プラン作成件数
再プラン作成件数
終結件数

46件
13件
5件

16件

住居確保給付金
家計改善支援事業
就労準備支援事業
自立相談支援機関による就労支援
生活保護受給者等就労自立促進事業
こどもの学習・生活支援事業

0件
15件
0件
4件
4件
3件

車椅子
ポータブルトイレ
シャワー椅子
歩行器
手すり

8件
7件
1件

　0件
0件

ボランティアまつり

南阿蘇村社協だより
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令和7年度 福祉総合講座～防災とボランティアコース～が開催されました！

たくさんのご参加ありがとうございました！

南阿蘇村社会福祉協議会に新しい職員が入職しました。

通所介護事業所
看護師　小林 さおり

　４月より、デイサービスの看護師として勤務しております。
　ご利用者様の健康サポートと、楽しく過ごしてもらえるよう頑張り
ますのでよろしくお願いいたします。

居宅介護支援事業所
介護支援専門員　岩﨑 敬太郎

　４月より、南阿蘇村社会福祉協議会で勤務しております。
　地域の皆様が安心して暮らせるよう、精一杯努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

通所介護事業所
介護士　佐藤 文香

　７月より、デイサービスで勤務しております。
　皆さんが楽しく笑顔で過ごせるように、私も笑顔で頑張りますの
で、至らない点もあると思いますが、よろしくお願いいたします。

１限目 6月8日（日）　場所：久木野総合福祉センター

　午前中はNPO法人防災WESTの舟津さん、早田さんに講師を務めていただき、大雨災害から身を
守るための防災知識を学びました。午後からは災害ボランティアセンター設置訓練を行い、センター
が設置された際のスタッフ側、ボランティア側の基本的な流れを体験していただきました。

２限目 6月24日（火）　場所：久木野総合福祉センター

　阿蘇広域行政事務組合消防本部　南部分署の皆様に講師を務めていただき、実技を交えながら
心肺蘇生法やAEDの使用方法などの救急法について学びました。

３限目 7月8日（火）　場所：熊本県防災センター

　熊本県防災センターの展示・学習室にて防災リーダーの役割や自助、共助の重要性と災害の備え
について講話をいただきました。また、展示パネルやプロ
ジェクションマッピング、VR体験をしながら熊本県の
過去の災害の経験や災害
発生のメカニズム、防災
について学びました。

※次回の福祉総合講座『やまびこコース』は11月～ 12月に開催を予定しております。皆様のご参加をお待ちしております。

私の生きがい
●楽しみは何ですか？
◎毎日テレビでスポーツ観戦を楽しんでいます。特に、長年続けていたバレー

ボールは今でも大好きです。また、小学生の頃からの友人５人と年に数回
行く「四季の森温泉」も楽しみのひとつで、いつも話が盛り上がって笑いが
絶えません。

●元気の秘訣は？
◎散歩をすることです。今の時期は暑いので、家の中で足腰を動かして体操を

しています。あとは、たくさん笑うことです。
インタビューの間中、冗談を交えてたくさん笑わせてくれました。とっても
明るくて元気なおばあちゃんでした。

昭和6年3月7日（満９4歳）
（1931年）笠　佐也子 さん両併三区

りゅう さ  や    こ

第16回 南阿蘇村福祉運動会を開催します

　村内の福祉関係者が運動を通して健康保持と生きがいの高揚を図るとともに、お互いの親睦と
地域社会の理解を深める場として「第16回南阿蘇村福祉運動会」を開催します。
　詳しい内容につきましては、改めて老人クラブを通して周知させていただきます。

期日 場所令和7年10月5日（日） 南阿蘇中学校体育館
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　梅雨が明け、夏本番。暑い日が続きますが、
皆さんいかがお過ごしでしょうか？
　今月の表紙は、南阿蘇村河陰に咲くひまわり
です。青空の下、まっすぐ太陽に向かって咲く
ひまわりを見ていると、元気がわいてきます。
　暑さに負けず、ひまわりのようにのびのびと
夏を満喫してくださいね。
　

編集後記
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今後、イベント情報や社会福祉協議会の
様子等を発信してまいりますのでフォロー
お願いいたします。

インスタグラムを開設しました。

　さまざまな事情で親と離れて暮らす子どもたちが、日本に約４万２千人、
熊本には約650人もいます。こうした子ども達を自分の家庭に迎え入れ、
愛情と安定した生活環境のもとで育てていく制度です。

　里親って特別な家庭？
　いいえ、特別な家庭である必要はありません。
　共働き家庭や、子育て中のご家族の登録も増えており、ライフ
スタイルに合ったかたちで子どもたちを支えることができます。

　里親の種類（代表例）
●養育里親
　一定期間（数日～数年）、子どもを家庭で育てます。
●特別養子縁組里親
　法的な親子関係を前提に、子どもを迎えます。
●親族里親
　親族が子どもを育てる制度（条件あり）
●専門里親
　虐待や障害など、特別なケアが必要な子どもを養育します。

　まずは知ることから
　里親制度は「子どものための制度」です。まずは正しく
知ること・理解することから始めませんか？

里親制度とは？

子育て支援を
地域でささえる

　南阿蘇村では、地域で子育てを支える「ファミリー・サポート・セン
ター事業」を実施しています。協力会員が子育て支援に必要な知識や技
術を身につけるための基礎研修会を６月27日（金）久木野総合福祉セ
ンターにて開催し５名の協力会員の方が受講されました。
　研修では、子育て支援課の今村保健師より「子どもの発達と病気につ
いて」、くぎの保育園松村園長より「子どものお世話について」の講義が
行われ、子どもの成長や健康管理に必要な知識が共有されました。
　続いて、南部分署の藤本氏・田上氏による「未就学児に対する応急手
当」についての実技を交えた講義では、緊急時の対応方法を学びました。
　また、養育家庭支援センターきらきらの福岡氏からは「里親制度」につ
いての説明があり、支援を必要とする子どもたちへの理解を深める機会
となりました。

協力会員・依頼会員募集しています
【お問い合わせ先】
南阿蘇村社会福祉協議会
TEL：0967-67-0294

【お問い合わせ先】
養育家庭支援センターきらきら
TEL：096-383-8100
メールからのお問合せはこちら▶

ファミリー・サポート・センター協力会員向け
基礎研修会を開催しました


